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（令和８年１月８日作成）

１　開催日時
　　令和７年１１月７日（金）午後１時３０分～午後２時３０分

２　開催場所
　　ふなばし市民大学校　７階　第２教室

３　出席者
(1) 委員
高山委員(会長)、石川委員(副会長)、村尾委員、岡委員、川田委員、山本委員、宇都宮委員、石山委員
(2) 事務局
社会教育課長、社会教育課主査、社会教育課主任主事
(3) その他
ふなばし市民大学校事務局（公益財団法人船橋市公園協会）
事業部参与、市民大学校事業課長、市民大学校事業課主幹、市民大学校事業課副主査、市民大学校事業課嘱託職員、市民大学校事業課準職員２名

４　欠席者　　松丸委員

５　議題及び公開・非公開の別並びに非公開の場合にあっては、その理由
(1) 令和８年度学生募集について 　公開
(2) ふなばし市民大学校運営要綱の一部改正について 　公開
(3) 特別講座の実施について 　公開
(4) ふなばし市民大学校のリカレント教育の推進に係る特別講座実施要綱の一部改正について 　公開
(5) 市民スマホコンシェルジュ養成講座の実施について 公開
(6) その他 　公開

６　傍聴者数　０人

７　決定事項
(1) 令和８年度学生募集について、質疑応答及び意見聴取を行った。
(2) ふなばし市民大学校運営要綱の一部改正について、質疑応答及び意見聴取を行った。
(3) 特別講座の実施について、質疑応答及び意見聴取を行った。
(4) ふなばし市民大学校のリカレント教育の推進に係る特別講座実施要綱の一部改正について、質疑応答及び意見聴取を行った。
(5) 市民スマホコンシェルジュ養成講座の実施について、質疑応答及び意見聴取を行った。
(6) 総合教育センターのトイレ改修工事について 、質疑応答及び意見聴取を行った。

８　議事
　　次のとおり

９　資料・特記事項
(1) 傍聴者配布用資料
別添のとおり
(2) 特記事項
次回は、令和８年３月頃に開催予定です。開催場所等は、後日お知らせします。

１０　問い合わせ先
　　船橋市教育委員会　生涯学習部　社会教育課　庶務施設係
０４７－４３６－２８９２


午後１時３０分開会
○高山会長
　それでは、ただいまより令和７年度第２回ふなばし市民大学校運営協議会を開会いたします。
　まず、本日の出席状況について、事務局から報告願います。
○事務局（社会教育課主査）
　本日の出席状況を報告いたします。本日は、ふなばし市民大学校運営協議会委員９名に対し、８名の出席をいただいております。松丸委員におかれましては、本日、所用のため欠席との連絡をいただいておりますので、報告いたします。
○高山会長
　ありがとうございます。
　次に、会議の公開及び傍聴人について、事務局から報告願います。
○事務局（社会教育課主査）
　次に、会議の公開について報告いたします。附属機関及びこれに準ずるものの会議は、船橋市情報公開条例第２６条の規定に基づき、原則公開することとなっております。本日の会議もこれに基づき原則公開となります。また、船橋市附属機関等の会議の公開実施要綱に基づき、会議終了後おおむね１週間以内に会議概要を公表し、その後、個々の委員の発言内容も含めまして審議経過等が明確となるように会議録を作成し、委員名簿を含めて市のホームページで公表いたします。そのため、本日は会議を録音させていただきますことをご了承ください。
　続きまして、傍聴人について報告いたします。受付をいたしましたが、傍聴希望はございませんでした。
　以上になります。
○高山会長
　ありがとうございました。
　それでは、議事に移ります。本日の会議の議題は、お手元に配付した次第のとおり、議題１「令和８年度学生募集について」、議題２「ふなばし市民大学校運営要綱の一部改正について」、議題３「特別講座の実施について」、議題４「ふなばし市民大学校のリカレント教育の推進に係る特別講座実施要綱の一部改正について」、議題５「市民スマホコンシェルジュ養成講座の実施について」、議題６「その他」とし、この順で進めたいと思いますが、よろしいでしょうか。
（「異議なし」の声あり）
○高山会長
　ありがとうございました。
　それでは、議事に入ります。
　議題１「令和８年度学生募集について」、事務局から説明をお願いいたします。
○事務局（市民大学校事業課主幹）
　それでは、議題１「令和８年度の学生募集について」、説明いたします。資料１－１をご覧ください。
　まず、一次募集につきましては、令和７年１２月１日の月曜日から令和８年１月２０日の火曜日まで受付を行う予定となっております。当日消印有効とし、例年どおり広報ふなばし（１２月１日号）に学生募集の記事を掲載する予定でございます。また、同じ１２月１日より、市内の出張所や公民館、図書館などの各施設で入学案内・願書及びパンフレットを配布いたします。さらに、今年度より新たに市役所本庁舎内のテレビモニター、また、船橋駅前の歩道橋、市内の京葉銀行、イオンモール船橋に設置されておりますデジタルサイネージへの投影等を行いまして、市民への周知を図る予定でございます。加えて、９月２７日、ふなばし市民まつりの来場者及び環境政策課で実施しております「ふなばしエコカレッジ」受講生へパンフレットを配布いたしました。また、修了生団体の会報誌等での広報、プレスリリース等を取り入れて、積極的に応募者の増加を図ってまいります。
　続いて、２の学部・学科説明会です。学部・学科説明会は、１２月１３日土曜日の午前１０時から、総合教育センターで開催いたします。定員は先着５０名で、広報ふなばし１２月１日号で参加募集の記事を掲載し、電話でお申込みを受け付けさせていただきます。
　一次募集の流れですが、一次募集の締切り後、応募者が定員を超えた学科があった場合には、令和８年１月２９日木曜日、午後１時３０分から公開抽選会を実施いたします。その後、２月中旬に出願者へ結果を通知する予定でございます。
　次に、定員に満たない学科につきましては、二次募集を実施いたします。資料１－１の５になります。二次募集は、令和８年２月１５日日曜日から３月５日木曜日までの期間で受付を行う予定で、当日消印有効といたします。広報ふなばし２月１５日号に二次募集の記事を掲載し、募集学科をお知らせする予定です。
　次に、６です。二次募集で定員を超えた場合には、３月１２日木曜日、午後１時３０分から公開抽選会を実施し、３月中旬に結果を通知する予定です。また、一次募集、二次募集ともに公開抽選会につきましては、例年どおり運営協議会委員の皆様の中から数名を市民代表として立会人をお願いする予定でございます。その際にはぜひご協力のほどお願いいたします。
　続けて、資料１－２「令和８年度ふなばし市民大学校開催曜日・時間の一部変更及びカリキュラムの改定について」をご覧ください。令和８年度におきましては、スポーツコミュニケーション学科、パソコン学科で変更がございます。
　変更点について、まず、スポーツコミュニケーション学科につきましては、これまで平日の夜間、月曜日の１９時から２１時に実施しておりましたが、受講のしやすさや講座運営上の利便性を考慮して、土曜日の午前１０時から１２時に開催曜日・時間帯を変更いたします。
　次に、パソコン学科につきましては、これまで初心者向けの授業を４クラス行っている体制でございましたが、受講生の習熟度や学習ニーズの多様化を踏まえ、入門としてWord・Excelの２クラス、基礎としてExcel・PowerPointの２クラスに再編をしてまいりたいと思っております。
　各学科の現在の状況、変更理由について説明いたします。スポーツコミュニケーション学科につきましては、平成１６年度の開校時、「スポーツ健康学科」という名称で開設され、１クラス定員５０名でスタートいたしました。平成２２年度に、「スポーツプランナー学科」と名称変更されましたが、平成２３年度、平成２４年度に、出願者数が１５名に満たなかったため休講となりました。そのため、平成２５年度からは名称を現在の「スポーツコミュニケーション学科」へ変えまして、授業時間を月曜の１９時からに変更し、現在に至っております。
　しかし、直近３か年の入学者数は令和５年度で１７名、令和６年度で１６名、令和７年度が１５名と減少し続けている状況でございました。参加している学生や修了生からは、「平日夜は仕事で継続参加が難しい」、または、「週の初めの参加が億劫になる」といった声も複数寄せられており、講座内容は高く評価されてはいるものの、開催曜日・時間帯がニーズと合っていない可能性があると分析しております。
　このことから、開催曜日と時間を現状の月曜日の夜１９時～２１時から土曜日の午前中１０時～１２時に変更いたします。メリットとして、土曜の午前開催で５０代、６０代の層といった現役層を中心に参加しやすい時間帯であり、資格取得、実技講座との相性がよいこと、平日は仕事で参加できない層の新規獲得が期待できることなどが挙げられます。
　なお、現状の月曜日開催の各講師に対しては、土曜の午前中の開催について確認をしておりまして、ほとんどの講師から対応可能との回答を得ております。
○事務局（市民大学校事業課長）
　続きまして、パソコン学科について説明いたします。資料の３ページをご覧ください。パソコン学科は、平成１６年度のふなばし市民大学校開校時に開設をされまして、初心者向けの内容２クラス、定員５０名でスタートいたしました。開設当初は応募者数が５００人を超える人気であったため、平成２２年度に３クラス・定員７５名、平成３０年度に４クラス・定員１００名とクラスを増設してまいりました。
　中段のグラフをご覧ください。令和３年度から令和６年度の応募者数、一番上の大きい赤い破線です。令和３年度が１５８人、令和４年度が１０２人、令和５年度が１１９人、令和６年度が１１６人と、応募者数は大体１００人から１６０人ぐらいの間で推移をしてきておりましたが、令和７年度は大幅に減少し、４クラス全てで定員割れ、月曜日午後のクラスについては出願者数が１５人に満たなかったため休講となっております。現状のままですと令和８年度の学生募集も厳しい状況が予想されることから、カリキュラムの内容について検討を行いました。
　ふなばし市民大学校以外のパソコン講座の状況について見ますと、難易度ごとのコース分けをしている船橋市いきいき同窓会のパソコン・スマホ研究会には応募者が多数おり、抽選となっていること、そして、社会教育課主催の初心者のためのパソコン講習会についても、講義内容を見直したところ応募者数が多数となったことから、パソコンへの学習ニーズは依然あるものの、現在ふなばし市民大学校で実施している初心者向けの内容については一段落したものと考え、検討をいたしました。
　まず、クラス編成についてですが、ふなばし市民大学校のパソコン学科はデジタルデバイド対策としての側面もあり、初心者のニーズがゼロになったというわけではございませんので、ある程度は残すべきとの結論に至り、初心者向けのクラスを２クラス、新たなクラスを２クラス設置することといたしました。そして、新設するクラスの内容については、パソコン学科の受講者層、令和６年度は６０歳以上が９２．１％となっていることや既存のクラスの授業ではWordの学習に多くの時間を割いていることを踏まえ、市民大学校では今まで学習したことのないPowerPoint及び学習時間の少ないExcelの基礎を学習するコースを実施することといたしました。
　その他の学科につきましては、授業日時や定員に大きな変更はございませんが、園芸学科１、野菜づくりのクラスは、今年度７月中旬から９月中旬まで、サマータイムということで１時間授業時間を前倒ししておりました。通常は１０時から１２時ですが、この期間については、暑さ対策ということで９時から１１時と１時間前倒しをしていましたが、今年度、６月には既にかなり暑い日が何日かあったということがございましたので、それを踏まえて、来年度につきましては、６月中旬からの実施と１か月ほど前倒しすることといたしました。
　議題１「令和８年度の学生募集について」の説明は以上となります。
○高山会長
　ありがとうございました。ただいまの議題１「令和８年度学生募集について」、質問等がありましたらお願いいたします。
　どうぞ、宇都宮委員。
○宇都宮委員
　曜日と時間帯を変えるじゃないですか。どのぐらいの増加見込みなのでしょうか。
○事務局（市民大学校事業課主幹）
　現状は入学者が１５人で、今いる他の学科の学生で、昨年度もそうですが、お声がけしてみると「月曜の夜だから参加が難しい」という人が何人かいらっしゃいます。私は、昨年度、ボランティア養成学科の担当だったのですが、夜がどうしても嫌だという意見があって、あくまでも一部なんですけれども、土曜日の午前中だったらどうだろうと話をしたら、「まあそれだったら行けるかな」という声も結構ありました。また、土曜の午前中は割と市でもいろんなイベントをやっていて、参加者が多いことが見込めますので、そういったボランティア志向の方は土曜の午前中おいでいただけるのではないか、という分析というか結論を得て変えております。
○宇都宮委員
　そうすると、時間帯、曜日を変えることによって減る見込みというところはなくて、あくまで増える見込みでこの時間帯、曜日にすると。
○事務局（市民大学校事業課主幹）
　そうですね。
○宇都宮委員
　分かりました。
○高山会長
　ほかに何かございますか。
　パソコン学科ですけど、２クラスはいわゆる初心者向けで、あとの２クラスは、いわば初心者が終わって次のステップの段階の市民を想定されているんですか。
○事務局（市民大学校事業課長）
　はい、そうです。
○高山会長
　そうしますと、例えば令和８年度に受講して、令和９年度に次のステップに行くというようなイメージでもよろしいんですか。
○事務局（市民大学校事業課長）
　同じいきいき学部になってしまうので、今年度在籍している方については、やはり１年間空けていただく必要が出てしまいます。学習内容としてはステップアップといったイメージです。現状、Word入門のクラスで本当に初心者向けで、電源の入れ方やマウスの操作方法から始めるようなクラスが４つあります。簡単なWordの文章の作成までが大体できる、Excelについては簡単な表計算ができるようなクラスが既存でございます。Wordについては基本的に今既存のクラスで学習ができますので、そこからの上乗せができるような内容で今までやったことのないPowerPointと、あとはExcelについては関数などは現状多くはできておらず、グラフの作成などもなかなか時間が足りなくてできていませんので、そういったところに時間を割けるようなクラスにしたいと思っております。また、既存のクラスではExcelの授業数は年明けの５コマ１０時間しかないので、もっとExcelを勉強したかったというニーズも結構あります。そういったところを取り込んでいきたいと思っております。 
○高山会長
　ありがとうございました。
　その他、この議題で何かありますか。特段よろしいですか。
　それでは、議題１を終了いたします。
　続きまして、議題２「ふなばし市民大学校運営要綱の一部改正について」の議事に入ります。社会教育課からの説明をお願いいたします。 
○社会教育課（社会教育課主任主事）
　議題２「ふなばし市民大学校運営協議会要綱の一部改正について」、説明いたします。資料２－１「ふなばし市民大学校運営協議会要綱の一部改正について」をご覧ください。
　今回の改正は、様式の整備及び議題１で説明しましたまちづくり学部スポーツコミュニケーション学科の開催曜日・時間の変更、いきいき学部パソコン学科のカリキュラムの改定に伴う第１号様式（入学願書）の変更になります。改正概要、理由は資料１ページにまとめてありますが、資料２ページから３ページの新旧対照表の色が変わっている部分が今回の改正部分でございます。
　まず、資料２ページにありますが、第一に、市内在勤・在学者の記入項目をより明確にするため、「１．出願者の氏名・住所等」のうち、住所欄の「勤務先・学校名」を「勤務先・通学先名」とします。
　次に、資料３ページになりますが、第二に、要綱第５条の学科等の記載と第１号様式の記載を統一し、様式を整えるため、「２．希望する学科」のうち、学科欄の園芸学科の記載について括弧及び内容を削除し、併せて曜日欄及び時間欄の各学科の記載を削除します。なお、実際に募集時に配布する入学案内・願書の中にある第１号様式、応募者が記入する入学願書には、その募集年度の各学科の曜日、時間や注意事項が記載されます。
　第三に、パソコン学科では、カリキュラムの改定に伴い応募時に第２希望の受付を行わないこととするために、「２．希望する学科」のうち、第２希望の記載欄を削除します。資料２－２が改正後全文になります。
　議題２「ふなばし市民大学校運営協議会要綱の一部改正について」、報告は以上となります。
○高山会長
　ありがとうございました。 
　ただいまの議題２「ふなばし市民大学校運営要綱の一部改正について」、質問等がありましたらお願いいたします。
　岡委員、お願いします。
○岡委員
　第２希望を削除したというのは、どういう理由からでしょうか。
○事務局（社会教育課主査）
　パソコン学科は４つのクラスがありまして、それぞれ同じ内容で授業を行っておりました。そのため、１つの学科に応募された方がいらっしゃったとして、もともと人気の学科ですので、抽選で外れて二次募集で他の学科に申し込みというところでお手間かけてしまうところと、もしほかの曜日、時間で入れるところがあればぜひ授業を受けてほしいという理由で、同じ内容のものが４つありましたので、パソコン学科だけは第２希望まで募集時にご要望をお聞きしていました。今回、月曜日と火曜日で授業内容が違いますので、１、２で授業内容が違う園芸学科ですとか、他の学科にも午前・午後で同じ内容の授業がありましても、第２希望は申込時に確認しておりませんので、それに合わせまして、パソコン学科も第２希望を今回は取らないということにしております。
○岡委員
　第２希望って逆にややこしいので、なくなったほうが私はいいのかなと思いましたけど、そういう理由ですね。
○高山会長
　他には、特段よろしいですか。それでは、議題２を終了いたします。
　続きまして、議題３「特別講座の実施について」の議事に入ります。事務局からの説明をお願いいたします。
○事務局（市民大学校事業課主幹）
　　議題３「特別講座の実施について」、報告いたします。資料３－１「特別講座パラレルキャリアコースの実施報告について」をご覧ください。
　１枚目の項目１から６、「コースの目的」から「定員」までは、前回の運営協議会の中で既に説明させていただいておりますので、今回は項目の７以降、「申込者」から説明させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。
　一番下、項目の７の「申込者」について、８月１６日の土曜日を申込締切といたしまして、その時点で２６名の参加申込みがございました。内訳はオンライン申込みが２３名、お電話での申し込みが３名、合計で２６名いらっしゃいまして、そのうち２４名の方が講座に参加されました。昨年度の同じコースの申込者数が２３名でしたので、若干ではありますが参加者数を増やすことができました。
　次のページ、項目８です。項目８の「年代分布」はグラフのとおりで、４０歳代から６０歳代の方を中心に幅広い年代の方が参加されました。今回の講義はどなたでもお申し込みいただける講座としましたので、市外の方の参加が大変多くございました。居住地別では、市内の方が１４名で５８％、市外の方が１０名で４２％の参加となりました。市外の方は、八千代市３名、千葉市２名、市川市２名、茂原市１名、白井市１名、江戸川区１名といったような内訳でございました。
　９の「各回の出席状況」は、表のとおりでございます。
　項目１０から先は、最終日に行った参加者へのアンケートの結果になります。なお、講座終了後に参加者宛てにメールにてアンケートを依頼したのですが、回答数が１４と非常に少なくなってしまいましたので、次回からは最終回の講座の中でアンケートを聴取するようにしたいと思っております。
　次のページは、アンケートの結果です。問２の講座を知ったきっかけについては、一番多かったものが「知人からの紹介」で半分の５０％です。次に「講座のチラシ」で４２．９％という結果でした。また、問３、問４の講座の開始時間や講義時間の長さは、アンケートの結果から現状のままでよいのではないかと考えております。あとはアンケートの項目事項をご覧いただければと思います。おおむねご好評をいただきまして、このパラレルキャリアコースは今年度で３回目ですけれども、十分浸透してきているのかなという感覚はつかんでおります。
　毎年前半はパラレルキャリアコースを開催しておりますが、年度の後半にももう１コース企画してございまして、資料の３－２をご覧いただきたいと思います。
　後半のコースにつきましては、特別講座「大学で広がる未来の選択肢　大人のための大学活用法コース」と題しまして、大学等での学び直しを検討されている、または働きながら大学に通う、また退職後に大学生になるといったことに興味を持っている社会人、中高年層を主な対象とした講座を開催いたします。本講座は、生涯学習の観点から現代における学び直しの価値、仕事や家庭と学業の両立方法など幅広い情報を提供し、実際に大学進学を果たした社会人の体験談なども紹介しながら、自分らしい学びの在り方を描くきっかけとなることを目的としております。
　講座の期間は１月１４日から２月１８日までの全５回、祝日である２月１１日を除いた毎週水曜日の午後７時３０分から９時までです。
　会場は、通常は毎年度毎回中央公民館で実施していますが、改修工事で使えなくなりますので、東部公民館３階の第５・第６集会室に場所を移して開催させていただきます。
　募集開始は１１月１５日から参加受付を開始する予定で、１１月１５日の広報ふなばし、船橋市ホームページ、公共施設等でのチラシ配布、ＳＮＳ（市公式Ｘ）、イオンモール船橋のデジタルサイネージでの周知を行う予定でございます。
　議題３の説明は以上となります。 
○高山会長
　ありがとうございました。
　ただいまの議題３「特別講座の実施について」、質問等があればお願いいたします。
○宇都宮委員
　参考までにいいですか。
○高山会長
　どうぞ。
○宇都宮委員
　さっきの問２のところで、講座の開催を知ったきっかけが「講座のチラシ」と「知人からの紹介」、市外と市内の割合にちょっと似ているなと思って、「講座のチラシ」の人と「知人からの紹介」というのは、例えば講座のチラシは市内の人が見ていて、その市内の方が市外の知人を誘ったとか、何かその辺の関係性みたいなものはあったりするものですか。
○事務局（市民大学校事業課主幹）
　今回で３回目になるのですけれども、リピーターの方が何人かいらっしゃって、その方のご紹介で、参加される方も非常に多く、どちらかというと市外の方は知人の紹介の率のほうが高い印象ではあります。
○宇都宮委員
　そうすると、リピーターの方は、また講座を実施していることに対してチラシで確認をして、当然市内にも知人はいらっしゃるのだろうけれども、たまたま今回市外の方たちが、紹介によって来られているというデータということでいいですか。
○事務局（市民大学校事業課主幹）
　そういう意味でも大丈夫だと思います。
○宇都宮委員
　数字がちょっと似ていたので。知人の紹介の方はひょっとしたら市外の方たちで、チラシを見る機会がないんだけれども、声がけの中で広がったのかなと。
○事務局（市民大学校事業課主幹）
　そうです。
○宇都宮委員
　ありがとうございます。
○高山会長
　このパラレルキャリアコースというのは、今年で３回目ですよね。
○事務局（市民大学校事業課主幹）
　はい。
○高山会長
　過去２回の修了された方のマンパワーの活用とか、そこら辺はどういうふうにお考えになっていますか。
○事務局（市民大学校事業課主幹）
　１回目、２回目の方々で、非常にこの講座の内容に刺激を受けまして、独自の勉強会を立ち上げられていたりして、ＬＩＮＥ、ＳＮＳ等でつながりながら、学びを継続的にされている方々も多くいらっしゃいます。ただ、それが何らかの行政的なイベントであるとかにこれから活かしていこうというところは、まだそこまでの道筋は見えていないのですが、３回重ねてリピートしてくださる方々は、いろいろと勉強会を重ねていらっしゃるようで、もしかしたら何らかの形で行政イベント等でお力添えをいただくような形もかなうのかなと思います。
　資料３－１の１ページ目の講座の講師ですが、９月１７日に講師としておいでになっている中山由起子さんという方は２回目のパラレルキャリアコースの受講生の方でございまして、ご本人はキャリアコンサルタントの資格を持っていらっしゃったのですが、私ども事務局とどのようなスキルを持っていらっしゃるかというような話を重ねていく中で、特別講座の講師もお願いしていますが、市民大学校の本講座のほうも講師をお願いするということになり、そういった意味では、参加者の中からスキルを持っていらっしゃる方を新たに講師としてお願いできるような形もできてはおります。
○高山会長
　ありがとうございました。
　そのほか何かございますか。どうぞ、宇都宮委員。
○宇都宮委員
　ちなみに、このアンケートの分析で、今後こういうところにちょっと重きをみたいなものとか、その辺は何かありますか。パーセンテージと数字は多分あると思いますが、何か分析の指標があったりするものなのですか。 
○事務局（市民大学校事業課主幹）
　今年度の後半までやって、トータルで６回になってくるので、最初はどうしても周知媒体の分析が主になってくるのかなと思ってはいます。あとは、参加の年代が、今回で５回目ですが、夜に実施している講座というのもあって、やはり３０、４０、５０代の現役世代が非常に多いので、その世代に受ける講座内容にしていかなければいけないのかなと考えています。
○宇都宮委員
　もうちょっといいですか。
○高山会長
　はい、どうぞ。
○宇都宮委員
　年代で追っていくのに、例えば周知方法であったり、それこそ曜日・時間帯とか、いろいろな要因はあると思いますが、一番大きな要因は中身、興味を持ってもらえるかどうか、そこが一番大きいですね。そうすると、曜日であったり時間帯であったりというのはあまり関係ないというそもそものものがあって、ということは、今後は中身をどう模索していくかが課題になっているということですね。
○事務局（市民大学校事業課主幹）
　そうですね。
○宇都宮委員
　ありがとうございます。
○高山会長
　どうぞ、川田委員。
○川田委員
　場所がとてもいいと思うんですね。やはり遅い時間に始まる講座なので、ここだったら来られる方はきっと申し込みやすくなるのではないかなと。中央公民館も駅近ですし、今度の東部公民館も津田沼駅から近いところですので、また、船橋駅と津田沼駅だと申し込む方の行き方というのでしょうか、変わらないのではないかなと思って、ちょっと期待ができるのではないでしょうか。ということは、来年からも、場所の確定というのは、やはりこういう立地のいいところに決めていただけると、ちょっと増えるような期待ができると思います。
○事務局（市民大学校事業課主幹）
　駅近の公民館を使わせていただきたいと思っています。
○高山会長
　中央公民館は当面２年間は使えませんからね。
○川田委員
　そうですね。
○高山会長
　そのほか何かございますか。
　特段ないようですので、議題３を終了いたします。
　続きまして、議題４「ふなばし市民大学校のリカレント教育の推進に係る特別講座実施要綱の一部改正について」の議事に入ります。社会教育課からの説明をお願いいたします。
○事務局（社会教育課主任主事）
　議題４「ふなばし市民大学校のリカレント教育の推進に係る特別講座実施要綱の一部改正について」、説明いたします。資料４－１「ふなばし市民大学校のリカレント教育の推進に係る特別講座実施要綱の一部改正について」をご覧ください。
　新旧対照表の第３条の色が変わっている部分が今回の改正部分でございます。今回の改正は、議題３の説明のとおり、特別講座の講義の内容を、社会人、中高年層を対象とした大学活用法とし、現代における学び直しの価値、仕事や家庭と学業の両立方法などを学ぶものとすることに伴い、コース名を「大人のための大学活用法」とするものです。
　資料４－２は改正後の全文になります。
　議題４「ふなばし市民大学校のリカレント教育の推進に係る特別講座実施要綱の一部改正について」の報告は以上となります。 
○高山会長
　ありがとうございました。
　ただいまの議題４「ふなばし市民大学校のリカレント教育の推進に係る特別講座実施要綱の一部改正について」、質問等がありましたらお願いいたします。
　市民の方から「大人のための大学活用法って何ですか」と聞かれたとき、どうやってお答えしたらよろしいでしょうか。
○事務局（市民大学校事業課主幹）　
　大学院進学とか、今、大学も様々な社会人向けのコースを持っておりますので、そういったものの説明、また、活かし方等々の講座になってくるかと思います。何といっても、仕事をしながら通うということを考えたときに、それを経て、経験のある講師がいらっしゃるので、その辺のタイムスケジュールの組み方等で非常に参考になる話になってくるかと思います。そういう意味では、新たに大学を活かしたご自身のスキルアップのための講座ということで捉えていただければと思います。
○高山会長
　分かりました。ありがとうございました。
　ほかに何かございますか。よろしいですか。
　それでは、議題４を終了いたします。
　次に、議題５に移ります。議題５「市民スマホコンシェルジュ養成講座の実施について」、事務局から説明をお願いいたします。 
○事務局（市民大学校事業課準職員）
　議題５「市民スマホコンシェルジュ養成講座の実施について」、報告いたします。資料５「市民スマホコンシェルジュ養成講座の実施について」をご覧ください。
　目的や内容については、資料のとおりとなっております。
　実施状況についてでございますけれども、９月１日号の広報ふなばしへの掲載、市ホームページへの掲載、公共施設でのポスターの掲示、チラシの配布を行い、定員２０名のところ１０名のお申込みをいただきました。その後、１名の辞退があり、９名の方が参加となり、参加した９名については全員が講座を修了しております。なお、修了者の年代について、裏面の項目１０をご覧ください。項目１０のとおりの年代の分布になっております。
　最終日に行われましたテストに合格し、講座を修了した市民スマホコンシェルジュの皆様には、それぞれのお住まいの地域で各自活動していただくこととなりますが、市民の方への対応などある程度場慣れしていただくこと、また、ボランティア活動のきっかけづくりが必要であろうと考え、中央公民館と協議の上、公民館で開催しているデジタルデバイド対策講座でのボランティア活動を希望する方には、あらかじめ登録をしていただき活動をしていただくこととし、８名の方にご登録をいただきました。
　続きまして、アンケートの結果をまとめたものになります。本講座では、多くのグループワークやロールプレイングも行い、参加者からも積極的に質問がなされ、非常に活発な講座となりました。全体を通して、昨年に引き続きボランティア活動のきっかけづくりとなることができたのではないかと考えております。
　説明は以上です。
○高山会長
　ありがとうございました。
　ただいまの議題５「市民スマホコンシェルジュ養成講座の実施について」、質問等があればお願いいたします。
　特段よろしいですか。それでは、議題５を終了いたします。
　続きまして、議題６「その他」について、何か事務局からありましたらお願いいたします。 
○事務局（社会教育課主任主事）
　総合教育センターのトイレ改修工事について報告いたします。
　ふなばし市民大学校を含む総合教育センターのトイレ改修工事の実施に伴い、トイレが使用できなくなる期間があります。令和７年１２月から本館４階から７階のトイレが使用できなくなるため、学生は令和７年１２月から令和８年２月までは本館１、２階のトイレを使用し、令和８年３月から令和８年７月の工事完了までは玄関横の仮設トイレを使用することになります。学生が使用する６階、７階のトイレは、令和８年８月に使用が可能となる予定です。学生には学科担当よりお知らせをしており、また来年度の学生には入学案内でお知らせをしておりますが、オリエンテーション等でも案内いたします。
　報告は以上となります。 
○高山会長
　ありがとうございます。
　何か質問はありますか。日頃の授業にもかなり影響が出るでしょうから、大変ですね。
　ほかに何か質問等、「その他」にかかわらず、議題の１から５も含めて何かありますか。よろしいですか。
　以上で本日の議題は全て終了いたしました。今回の全ての議事を通じて何か質問はありますか。特段よろしいですか。
　それでは、これをもちまして質疑を終了いたします。
　本日の議事は全て終了いたしました。
　なお、本日の議事録の署名は川田委員にお願いいたします。
○川田委員
　はい。
○高山会長
　以上をもちまして、令和７年度第２回ふなばし市民大学校運営協議会を閉会いたします。ありがとうございました。

午後２時３０分
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